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ヘッドライン　歯科治療の化学
　現代の歯科治療には，物質の性質や化学反応を利用した様々な技術が活用されている。し
かし，初等・中等教育の現場にいる教員が，実際の歯科治療における化学について学ぶ機会
は必ずしも多くない。そこで，歯科治療に用いられる医薬品や歯科材料の性質，その機能を
支える化学について解説する。
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次号ヘッドライン  化学を活かせる医療職

　千葉工業大学は，「世界文化に技術で貢献する」を建学の精神として 1942 年に創
立された，日本の工業大学として最も長い歴史を有する大学です。工学を基盤とし
た教育・研究を通じて，社会の発展を支える技術者・研究者の育成に取り組んでい
ます。表紙は津田沼校舎の通用門で，地域では「赤レンガ門」の愛称で親しまれて
います。創立当時の姿を今に伝える門柱は国の登録有形文化財に登録され，本学の
歴史を象徴する景観となっています。

表紙の言葉　千葉工業大学　津田沼キャンパス
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